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１．はじめに











































































































































































































































































































































































り多くの植物を図 1 に掲載すると、1 時間の実習内
で見つけられない植物が出る可能性もあるため、各






































して、児童 1 人 1 人に配布し、図 1 の植物をカード
にしたものを全季節混ぜて児童 1 人 1 人に配布する
（図 2）。児童が見つけられる植物の数として 4 種類
ずつ 2 か所 8 種類を設定した。春の植物を観察する
実習は、春の植物図鑑ワークシート（図 2 左）とす



































































学生の知っている植物数を表 2 に示した。5 種類
以下が 8 名、6 ～ 10 種類が 9 名、11 ～ 20 種類が 4








ない学生が 66% であり、94% の学生が市販の植物
図鑑を活用していない（図 4）。





















































































する回答は 50% であった（図 5-2）。生育する環境
によって植物の種類が異なることを、実感を伴って
理解できたとする回答は 11%、なんとなく理解で
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